
 

地域別公共交通の再編の方向性（板倉区） 

１ 各路線の評価 

 ⑴ 路線の存続・運行主体の方向性（収支状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 区全体の状況 

 ■65歳以上の高齢者の移動先 （参考）地域の送迎サービス               

 

 

 

 

 

 

 

 ■高校生アンケート 

 

 

 

⑵ サービス（運行経路、ダイヤ等）の見直しの視点 

■利用の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■地域住民の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■聞き取り調査の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 再編の方向性（案） 

  

 

 

 

通院目的 買物目的

1位
区内
37.2%

区内
54.6%

2位
妙高市
27.9%

妙高市
22.0%

3位
中央病院周辺

25.6%
中央病院周辺

11.4%

※パーセンテージは、当該行先を回答した町内会

の割合

ダイヤ
・本数を増やしてほしい。（1人）
・12時頃のバスを増やしてほしい。（1人）
・18時～19時の便を増やしてほしい。（1人）

運賃 ・運賃が高い。（2人）

鉄道

・本数が少ない。（2人）
・高田方面への7時前半の電車がほしい。（1人）
・混んでいる時間帯の車両を増やしてほしい。（1人）
・人が多いときは全てのドアを開けてほしい。（1人）

№ 名称 運行主体 区間 運行日

1 サロン送迎
板倉まちづくり
振興会

区内～板倉保健センター
月2～3回（地区ご
とに曜日設定）

2 買い物ツアー
板倉区中山間地
域農業振興会

板倉区内全域～市内商店 年1～2回（冬）

3
ねごしの里・ねご
しの茶の間

ねごしの里 板倉区内全域～ねごしの里 週2回（火、木）

4
ねごしの里買い
物ツアー

ねごしの里 板倉区内全域～市内商店 週1回

5
高齢者筋力向上
トレーニング

いたくら桜園 板倉区内全域～いたくら桜園 週2回（火、金）
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地域別公共交通の再編の方向性（板倉区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再編１ 島田線のルート変更等 

・利用が少ない土日の上越妙高駅への試験運行

を検討し、利用喚起を図る。 

・利用が少ない日中の便や土日の便を減便し、

運行を効率化 

上越妙高駅へ 

新井・板倉線 

山寺薬師線 

島田線 

菰立線 

上関田線 

三針線 

運行方法見直し 再編２ 小学校の統合に合わせた運行方法の見直し 

・針小学校、宮島小学校、山部小学校の学校統合に合わせ、上

関田線、山寺薬師線、菰立線の運行方法を見直し、利用者の

確保及び運行を効率化 
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タイプライターテキスト
21



 

 

 

地域別公共交通の再編の方向性（清里区） 
 

１ 各路線の評価 

 ⑴ 路線の存続・運行主体の方向性（収支状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 区全体の状況 

 ■65歳以上の高齢者の移動先 （参考）地域の送迎サービス               

 

 

 

 

 

 

 

 ■高校生アンケート 

 

 

 

 

⑵ サービス（運行経路、ダイヤ等）の見直しの視点 

■利用の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■地域住民の意見 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■聞き取り調査の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 再編の方向性（案） 

 

 

 

 

通院目的 買物目的

1位
区内
33.3%

板倉区
36.1%

2位
中央病院周辺

30.6%
中央病院周辺

31.9%

3位
その他合併前

27.8%

イオン・上越
病院周辺
11.1%

※パーセンテージは、当該行先を回答した町内会

の割合

№ 名称 運行主体 区間 運行日

1 スクールバス 市
清里区櫛池地区（清里小学校
区）

平日

2 サロン送迎
NPO法人清里まち
づくり振興会

清里区内全域
毎週2～3回
（平日）

3 保育園通園バス 市 清里区内全域 毎日

ダイヤ
・休日の部活終わりにバスを利用することがあるがちょうどよい便が
ない。休日の本数を増やしてほしい。（1人）

バス停 ・上稲塚と岡野町の間に団地入口のバス停を作ってほしい。（1人）

待合環
境

・バス停が寒い。（1人）

実施内容 実施状況 結果

町内会長への
聞き取り

25人
・沿線町内会は現状の路線の維持を希望
・バスが通っていない町内会からは、車両の小型化に
よる空白地対応の希望

民生委員への
聞き取り

8人 ・2人が櫛池地区はバス停まで遠く、不便だと意見

サロンでの聞
き取り

133人

・133人中9割が自家用車、1割がバスを利用
・赤池のバス利用者から車両を小型化し冬期間もバス
を通してほしいとの要望あり
・高齢者のバス利用者からは、バスの乗継は乗り降
り、接続が不便なので、今までどおり直通運行を希望

免許返納者へ
の聞き取り

10人
・10人中1人がバス利用者であり、9人は送迎で移動
・バス停から遠い、利用したい時間に便がない

合計 176人 －
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 市営バス等+CS71:CT84（予約運行）

平成

今曽根

上田島

武士

奈良尾（梨

上中條

鶯澤

清里中学校

清里診療所
清里小学校

笹川商店

米屋商店

清里区総合事務所
セブンイレブン

ローソン

清里区市営バス路線図（案）

星のふるさと

冬期間の運行確

赤池

荒牧

青柳上青柳

青柳下

郷郎坂橋

梨平

梨窪入口

梨窪

北野

棚田

棚田下

東戸野

寺脇

東戸野

荒牧

深沢入

 市営バス（定時運行）

 市営バス（予約運行）

 交通空白区域

 バス停

 予約バス停

 医療施設

 学校

 商店

凡　　　　　　　　　例
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地域別公共交通の再編の方向性（三和区） 
 

１ 各路線の状況 

 ⑴ 路線の存続・運行主体の方向性（収支状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 区全体の状況 

 ■65歳以上の高齢者の移動先 （参考）地域の送迎サービス               

 

 

 

 

 

 

 

 ■高校生アンケート 

 

 

 

⑵ サービス（運行経路、ダイヤ等）の見直しの視点 

■利用の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■地域住民の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■聞き取り調査の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 再編の方向性（案） 

 

 

 

 

 

通院目的 買物目的

1位
区内

43.8％
四ケ所周辺

31.3％

2位
高田駅周辺

15.1％
中央病院周辺

15.6％

3位
中央病院周辺

12.3％
高田駅周辺

15.6％

※パーセンテージは、当該行先を回答した町内会

の割合

№ 名称 運行主体 区間 運行日

1 福祉有償運送
NPO法人三和
区振興会

出発または帰着が三和区内であ
れば市内どこへでも

平日

2 無償運送
NPO法人三和
区振興会

三和区内 平日

3
憩いの場　ひな
た

NPO法人三和
区振興会

利用者宅～三和保健センター
週3回（月、木、

金）

4 スクールバス 市
上杉、美守小学校、三和中学校
区全域

12月～3月(三
和中)

ダイヤ

・12時～15時のバスが少ない。（1人）
・17時台のバスがほしい。（1人）
・土日のバスがなくて困る。（2人）
・吉川から頸城に行く13時頃のバスがほしい。（1人）
・ちょうどよい時間のバスがなくあまり使わない。（2人）

運賃 ・運賃が高い。（2人）

運行
・バスが遅れる。（1人）
・高校への通学バスを運行してほしい。（1人）

鉄道 ・駅まで遠い。（2人）

実施内容 実施状況 結果
町内会長への
聞き取り

46人 移動に支障があると思われる人の所在について聞取り

サロンでの聞
き取り

8人 ・区内を巡回するバスがあれば利用するとの意見あり

戸別訪問 88人
・ 交 通 手 段 は 、 送 迎 35％ 、 バ ス (みん なの 足含
む)19％、自転車12％

免許返納者へ
の聞き取り

12人

・11人が家族等の送迎、1人は徒歩・自転車により移
動
・移動に困っていると答えた3人は、バスは1日がかり
の移動になること、総合事務所や病院へのアクセスが
悪いとの意見

合計 154人 － 
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地域別公共交通の再編の方向性（三和区） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

真砂・岡田線 

水科・今保線 

高田・浦川原線 

高田駅 

再編３ 小型車両によるきめ細かな運行 

・三和区内は小型車両によるデマンド運行を導入 

・運行形態は、NPO法人三和区振興会「みんなの足」等を検討 

再編２ 幹線路線の運行効率化 

・真砂・岡田線、水科・今保線の短縮、高田・浦川原線との

統合・減便による効率化 

・ダイヤ等の見直しによる利便性向上 

再編１ 幹線と支線の分割 

・真砂・岡田線、水科・今保線について、高田駅から総合事

務所、錦までを幹線、三和区内を支線として分割 
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101054
タイプライターテキスト

101054
タイプライターテキスト

101054
タイプライターテキスト

101054
タイプライターテキスト
25



地域別公共交通の再編の方向性（名立区） 
 

１ 各路線の状況 

 ⑴ 路線の存続・運行主体の方向性（収支状況） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 区全体の状況 

 ■65歳以上の高齢者の移動先 （参考）地域の送迎サービス               

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■高校生アンケート 

 

 

 

⑵ サービス（運行経路、ダイヤ等）の見直しの視点 

■利用の実態 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■地域住民の意見 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■聞き取り調査の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 再編の方向性（案） 

  

 

 

 

 

 

通院目的 買物目的

1位
直江津駅周辺

32.7％
直江津駅周辺

43.6％

2位
イオン・上越
病院周辺
26.5％

イオン・上越
病院周辺
28.2％

3位
区内
16.3％

区内
12.0％

※パーセンテージは、当該行先を回答した町内会

の割合

№ 名称 運行主体 区間 運行日

1 おでかけ会
濁沢、峠、折
居、丸田町内会

名立区～直江津、高田、能生方
面等

月1回（4月～
12月）

2 買い物支援
名立区住民福
祉会

名立区～直江津方面等 月1回

3 病院送迎
ひらはら内科ク
リニック

名立区内
平日、第1、3、
5土曜日

ダイヤ ・ダイヤが通学に合わない。（3人）

実施内容 実施状況 結果
町内会長への
聞き取り

35人
・運転ができない64世帯の移動手段は、家族等の送迎
が最多（買物68.7％、通院60.9％）

サロンでの聞
き取り

96人
・運転しない人の移動手段は家族等の送迎が66.3％、
バスは20.5％

戸別訪問 58人

・交通空白地の高齢者に聞き取り
・市営バスを利用しない51人の理由は、自分で運転す
る又は家族等から送迎してもらうからとした人が
82.4％、バス停が遠いとした人は5.9％

合計 189人 －

区分 内容

1 名立線(1) Ａ・Ｂ－ア

・朝は通勤通学、夕は通
勤の利用
・昼、労災病院周辺は利
用少

・利用が少ない時間帯の
ダイヤ変更、利用喚起、
減便

2 能生線 Ａ－ア

・朝は磯部小の通学と能
生方面からの通院
・昼は通院、下校利用
・直江津方面行の昼は利
用少

・利用が少ない時間帯の
ダイヤ変更、利用喚起、
減便

3 市営バス Ａ－イ
・朝夕は通学利用が主
・朝は通院利用あり
・昼は利用少

・利用喚起
・高校生等を対象とした学生定期券、土休日の乗り放題乗
車券の導入等の利用促進策の検討

№ 路線

利用の実態

利用の傾向
（乗降調査）

※

利用の特徴
（乗降調査）

再編の考え方①

・名立線、能生線、桑取線の重複解消（重複している時間
帯：7時、9時台の労災病院行、12時、15時台の労災病院
発）の検討とあわせ、利用の少ない便（朝の名立方面行、
午後の直江津方面行）のダイヤ変更、減便を検討

1 名立線(1)
・増便の要望（2人/50
人）

・能生線、桑取線との重複解消の検討と
あわせ、ダイヤ変更、減便を検討

2 能生線
・増便の要望（4人/97
人）

・名立線、桑取線との重複解消の検討と
あわせ、ダイヤ変更、減便を検討

3 市営バス
・能生線等との乗継
改善（10人/108人）、
増便（7人）の要望あり

・ろばた館に行きやすいダイヤ設定、集落内へのバス迂回
の意見あり（赤野俣、濁沢）

・小・中学校の登下校の時間への影響
が大きいため、現在の路線及びダイヤ
を維持

地域住民の意見

利用者の意見
（乗降調査）

住民の意見
（聞き取り調査）

再編の考え方③

・路線から離れている丹原、鍋ヶ浦、吉浦、茶屋ヶ原の町内
会長、民生委員への聞き取りでは、小中学生や高齢者は
バス又は送迎で通学、通院等しているが、公共交通による
対応が必要な住民は現状いないとのこと。

№ 路線

1 名立線 幹線

2 能生線 幹線

3
市営バス(東
飛山線)

支線

・バスの利用頻度が高いと見込まれる高校生等を対象とした学
生定期券の導入の検討
・土休日のバス利用促進、イベントや施設利用等の促進や地域
の交通手段の応援意識の醸成を目的とした土休日の乗り放題乗
車券の導入の検討

※幹線と支線の乗換拠点はいずれも名立コミュニティプラザ

№ 路線名
再編の方向性

※①～③は、上記1の「再編の考え方」の番号
区分

・名立線、能生線、桑取線の重複解消（重複している時間帯：7
時、9時台の労災病院行、12時、15時台の労災病院発）の検討
・利用の少ない便（朝の名立方面行、午後の直江津方面行）の
ダイヤ変更、減便を検討

区分 内容

1 名立線(1) 幹線 12,196 1,219 10,977 10.0% 2,872 8,105 6,371 1,272 2.9 0.5
Ⅲ運行の効

率化
・能生線、桑取線との重複解消、減
便等を検討

2 能生線 幹線 10,746 3,140 7,606 29.2% 1,386 2,847 13,051 218 11.3 2.0 Ⅳ現状維持
・「現状維持」であるが、名立線、桑
取線との重複があるため、重複の
解消、減便等を検討

3 市営バス 支線 19,535 1,033 18,502 5.3% 4,910 13,592 53,520 254 9.1 - Ⅳ現状維持
・現状維持とし、利便性の向上を検
討

42,476 5,392 37,085 12.7% 9,168 24,544 72,942 336 7.9 -合計

路線№
区分

収支等の状況（H30決算）

再編の考え方①
国県補助
(千円)

収支率経常欠損
(千円)

経常収益
(千円)

経常費用
(千円)

平均乗
車密度

市補助/
利用者1
人(円)

市補助
(千円)

1便当たり
利用者数
(人)

年間利用
者数
(人)
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地域別公共交通の再編の方向性（名立区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東飛山線 

能生線 
名立線 

市営バスの改善 

・高齢者以外に利用が見込める客層の取込み 

・公共施設やイベントと連携した土休日便の利用

促進 

名立線、能生線の改善 

・重複解消、減便による効率化、ダイヤ見直しに

よる利便性の向上を検討 

101054
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地域別公共交通の再編の方向性（正善寺線、斐太線、青田線） 
 

１ 各路線の評価 

 ⑴ 路線の存続・運行主体の方向性（収支状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 区全体の状況 

 ■65歳以上の高齢者の移動先 

（正善寺線沿線）         （斐太線・青田線沿線） 

    

 

 

 

 

 

 

 

■聞き取り調査の状況 

 

 

⑵ サービス（運行経路、ダイヤ等）の見直しの視点 

■利用の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■地域住民の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 再編の方向性（案） 

 

 

 

 

 

1 正善寺線 意見なし（0人/41人）

・上・中・下正善寺町内会の全戸訪問で、ダイヤ改善の要
望が11人、運行形態は乗合タクシーでもよいとする意見が
23人であった（61人中）
・その他の町内会では飯町内会以外は困っているという意
見はなかった。
・飯町内会では3人がバス停までの距離で困っているとの意
見だった。

・ダイヤの改善による利便性向上を検
討
・乗合タクシーへの転換を検討

2 斐太線
高齢者割引1人、増便
1人要望あり（29人中）

・各町内会長、民生委員に聞き取りを実施したところ、地頭
方町内会以外からは困っているという意見はなかった。
・地頭方町内会で実施した個別聞き取りでは、いずれもバ
スのステップが上がれないという意見だった（１町内会3人）

・車両の小型化を検討

3 青田線 意見なし（0人/28人）

・各町内会長、民生委員への聞き取りから、灰塚、中田原
以外の町内会からは困っているという意見はなかった。
・灰塚町内会で実施した個別聞き取りで、ダイヤ改善の要
望が2人だった（18人中）
・中田原町内会で実施した個別聞き取りで、免許返納後に
困るという1人以外困っている人はいなかった（6人中）

・ダイヤを改善し、利便性の向上を検討

№ 路線

地域住民の意見

利用者の意見
（乗降調査）

住民の意見
（聞き取り調査）

再編の考え方③

区分 内容

1 正善寺線 Ａ-ア
・朝、夕は飯小学校の通
学利用が主
・15時台は利用なし

・利用が少ない時間帯の
ダイヤ変更、利用喚起

・ダイヤ変更による利便性の向上を検討

2 斐太線 Ｃ-ア
・他市をまたいでの利用は
ほとんどなし
・夕方の利用はほぼなし

・利用が少ない時間帯、区
間のダイヤ変更、ルート見
直し

・他市をまたぐ利用がほとんどないことから、妙高市の区間
と分割し、ルート、ダイヤ変更による利便性の向上を検討

3 青田線 Ａ-ア

・朝、夕はかなやの里、西
城病院への通勤利用が主
・昼は通院利用が主
・昼は利用少

・利用が少ない時間のダイ
ヤ変更、利用喚起

・ダイヤ変更による利便性の向上を検討

№ 路線

利用の実態

利用の傾向
（乗降調査）

利用の特徴
（乗降調査）

再編の考え方①

1 正善寺線 支線
・乗合タクシー等への転換を検討し、効率性を向上
・ダイヤ変更により利便性の向上を検討し、利便性を向上

2 斐太線 支線

・乗合タクシー等への転換を検討し、効率性を向上
・妙高市の区間と分割、青田線と統合し、上越妙高駅、上中田
ＳＣへの乗り入れ、ダイヤ変更を検討するなど、利便性の向上
を検討

3 青田線 支線
・乗合タクシー等への転換を検討し、効率性を向上
・斐太線と統合し、上越妙高駅、上中田ＳＣへの乗り入れ、ダ
イヤ変更を検討するなど、利便性の向上を検討

※幹線と支線の乗換拠点は、正善寺線：高田駅、青田線・斐太線：高田駅、上越妙高駅

№ 路線名 区分 再編の方向性

実施内容 実施状況 結果

町内会長への
聞取り

21人

【正善寺線】上・中・下正善寺町内会では戸別訪問実施。
その他町内会は5割が徒歩、3割は送迎で移動の傾向。会長
への聞き取りから、飯町内会（3人）以外では困っていな
いという結果だった。
【斐太・青田線】灰塚、中田原ではアンケートを実施し必
要に応じ聞き取りを実施（町内会長の意向）。その他町内
会では5割が送迎、3割が徒歩で移動。地頭方町内会（3
人）以外では困っていないという結果だった。

民生委員への
聞取り

10人
・飯町内会、地頭方町内会で困っている6人を除いて、他
の町内会では移動手段を確保しており困っていないという
結果だった。

戸別訪問 91人

【正善寺線】
・61人に聞き取りを実施し、6割が自家用車、2割が送迎で
移動。現行のダイヤ改善を求める意見（11人）、乗合タク
シーでもよいという意見（23人）が多数。
・飯町内会で3人に個別聞き取りをしたところ、困ってい
る理由としてバス停までの距離という回答だった。
【斐太・青田線】
・地頭方町内会では3人に個別聞き取りをしたところ、
困っている理由としてバスのステップが上がれないという
回答だった。
・灰塚町内会では18人から聞き取りを行い、ダイヤ改善の
要望が2人だった。
・中田原町内会では6人に個別聞き取りをしたところ、免
許返納後に困るという意見が1人だった。

免許返納者へ
の聞取り

114人
・合併前上越市の交通空白地（一部空白を含む）に居住す
る114人に聞き取りを実施。

合計 236人 －

区分 内容

1 正善寺線 支線 4,901 806 4,095 16.4% 0 4,094 5,740 713 3.0 0.6
Ⅱ運行形態
の転換等

・乗合タクシー、市営バス等の運行
形態への転換を検討

2 斐太線 支線 5,201 633 4,568 12.2% 0 2,583 2,363 1,093 1.6 0.6
Ⅱ運行形態
の転換等

・青田線との統合、乗合タクシー、市
営バス等の運行形態への転換を検
討

3 青田線 支線 3,197 580 2,618 18.1% 0 2,582 2,499 1,033 1.7 0.7
Ⅱ運行形態
の転換等

・斐太線との統合、乗合タクシー、市
営バス等の運行形態への転換を検
討

13,299 2,018 11,281 15.2% 0 9,259 10,602 873 2.2 -

路線№ 平均乗
車密度

市補助/
利用者1
人(円)

年間利用
者数
(人)

市補助
(千円)

国県補助
(千円)

収支率経常欠損
(千円)

経常収益
(千円)

経常費用
(千円)

区分

収支等の状況（H30決算）

再編の考え方①1便当たり
利用者数
(人)

合計

通院目的 買物目的

1位
金谷地区
72.2％

金谷地区
100.0％

2位
中央病院周辺

27.8％
-

※パーセンテージは、当該行先を回答した町内会

の割合

通院目的 買物目的

1位
上越妙高駅周辺

66.7％
上越妙高駅周辺

87.9％

2位
高田駅周辺
中央病院周辺
各10.0％

高田駅周辺
9.1％

3位
イオン・上越病院周辺

金谷地区
各6.7％

妙高市
3.0％

※パーセンテージは、当該行先を回答した町内会の割合
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地域別公共交通の再編の方向性（正善寺線） 
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正善寺線 

路線バスの利便性向上、乗合タクシーへの転換 

・沿線住民の目的地である山麓線沿いの商業施設、病院への需要

に応じたダイヤ設定、路線バスの回送を実車化することによる

増便等による利便性の向上 

・乗合タクシーを導入し、利用しやすいダイヤ設定を行うことで

高齢者の利便性を向上しつつ、運行を効率化 

乗合タクシー転換 
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